
資料３

教育に関する現状と課題

京都府教育委員会



(１) 　基礎･基本の定着

(２) 　活用する力の育成

(３) 　学習意欲の向上

(４) 　人を思いやり、尊重する心の育成

(５) 　豊かな感性、情緒の育成

(６) 　規範意識やコミュニケーション能力等を
高めることによる社会性の育成

(７) 　京都の伝統と文化を守り、受けつぎ、新
たな文化を創造する心と技の育成

(８) 　体力の向上

(９) 　健やかな身体の育成

(10) 　魅力ある学校づくりの推進

(11) 　人権教育の推進

(12) 　特別支援教育の推進

(13) 　幼児教育の推進

(14) 　キャリア教育の推進

(15) 　読書活動の推進

(16) 環境教育の推進

京都府教育振興プラン　体系図

重点目標 主要な施策の方向性２つの柱
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１

　一人一人を大切にし、個
性や能力を最大限に伸ばす

　たくましく健やかな身体
をはぐくむ

　規範意識や人を思いやり
尊重する心など、豊かな人
間性をはぐくむ

　質の高い学力をはぐくむ

(16) 環境教育の推進

(17) 　情報教育の推進

(18) 　国際理解教育の推進

(19) 　世界に発信し行動できる人材の育成

(20) 　公共の精神やリーダーシップをはぐくむ
教育の推進

(21) 　きめ細かな指導体制の充実

(22) 　生徒指導の充実

(23) 　教員が子どもに向き合える環境づくり

(24) 　教員の資質･能力の向上

(25) 　校種間連携の充実

(26) 　家庭や地域社会とつながり、信頼される
学校づくり

(27) 　学校危機管理･安全対策の充実

(28) 　学校施設整備の充実

(29) 　質の高い教育環境づくり

(30) 　子どもの就･修学支援の充実

(31) 　親のための学習活動支援の充実

(32) 　家庭教育に関するサポート体制の充実

(33) 　地域社会の力を活かした活動の充実

(34) 　地域社会による学校支援活動の充実

(35) 　子どもの健全育成のための環境づくり

(36) 　京都の力を活かした生涯学習環境の充実

(37) 　生涯スポーツ環境の充実

(38) 　生涯学習施設との連携及び指導者の養成

　社会の変化に対応し、よ
りよい社会の構築に貢献で
きる力をはぐくむ

  生涯学習社会の実現に向
けて学習環境を充実させる

　地域社会の力を活かして
子どもをはぐくむ環境をつ
くる

　すべての教育の出発点で
ある家庭教育を支援する

　安心・安全で充実した教
育の環境を整備する

　学校の教育力の向上を図
る
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教育に関する現状と課題

１ 学力向上対策

重点目標：質の高い学力をはくぐむ

施策の方向性：基礎・基本の定着

【全国学力・学習状況調査の状況】

（全国の平均正答数を100として標準化した数値）

※Ａ問題：主として知識に関する問題、Ｂ問題：主として活用に関する問題

・全ての科目で全国平均を上回っている。

・Ｈ26の国語Ａは、昨年度と比べると、4.4ポイント下回っている。

・Ｈ25から全国平均を若干上回っており、Ｈ24以前よりも改善している。
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【全国学力・学習状況調査の状況】

（正答数が全国平均の半分以下の児童生徒の割合）

・Ａ問題では国語､算数ともに５％前後､Ｂ問題では11％前後の児童が存在

している。

・Ａ問題では国語､数学ともに７％前後､Ｂ問題では18％前後の生徒が存在

している。

●全体的には全国平均を上回る学力水準は維持しているが、基礎・基本の

更なる徹底が必要。また、中学校入学後の学力の定着に課題があり、各

種の施策の充実に加え、学校全体で学力向上に取り組む必要

●学力の底上げを図るため、下位層の子どもへの基礎的・基本的な内容の

定着を図る継続した取組が必要

H24 H25 H26

国語Ａ 2.1 5.6 6.0

国語Ｂ 15.2 17.1 10.8

算数Ａ 3.8 3.4 3.1

算数Ｂ 8.8 10.1 12.5
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【 、 （ （ ））】要保護 準要保護世帯の児童生徒数の推移 府内公立学校 京都市除く

、 、 。・要保護・準要保護児童生徒数は Ｈ７以降増加を続け 約３倍となった

【全国学力・学習状況調査の状況（府内公立学校（京都市除く 】））

（家庭の経済状況別平均正答数（Ｈ25調査 ））

・小学生、中学生のいずれも家庭の経済状況の困難さが増すほど、全ての

科目で平均正答数が減少している。

●家庭の経済状況が学力に影響していると考えられることから、子どもの

将来が生まれ育った環境に左右されることのないよう、学力の充実と進

路保障を目指す取組が必要

●そのためにも、生活習慣の確立と学習習慣の定着を図るきめ細やかな支

援が必要

S60 H２ H７ H18 H23 H26

準要保護

児童数
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の子ども
8.8 2.9 12.7 5.2
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【大学進学率等の推移】

・Ｈ元以降、大学定員増及び18歳人口減により進学率は上昇している。

また、類・類型制度導入(Ｓ60)以降、全国平均を上回っている。

・合格者数はＳ61と比べ、国公立は2.2倍、私立は3.2倍に増加している。

・類・類型制度初年度卒業生(Ｓ62)は、国公立で大きく増加している。

●生徒の希望進路実現のため、今後も高校教育制度改革が必要

●生涯にわたり、どのように学び、働くのかを考えさせるキャリア教育が

重要
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２ いじめ・不登校対策等

重点目標：学校の教育力の向上を図る

施策の方向性：生徒指導の充実

【いじめの認知件数の推移（千人当たり 】）

・府内公立学校（京都市立学校除く ）では、いじめの早期発見・早期対。

応を目的として、Ｈ25からアンケート調査及び聞き取り調査を学期ごと

に実施しており、全国平均の数値を大きく上回っている。

【いじめの年度内の解消率】

・年々上昇し、Ｈ25は全国平均を上回った。

●今後も早期の発見、対応により、いじめの早期解決を目指す必要

●いじめの件数が多いなど課題が大きい学校には、未然防止、早期解消の

ための支援チームを派遣し、重点的に取り組むことが重要
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【不登校児童生徒数の推移（千人当たり 】）

・小・中学校ともＨ18と比較すると減少しているが、ここ数年増加に転じ

ている。

、 。・中学校は小学校の８倍以上あり 全国平均と比較しても多くなっている

●教育相談機能の充実やフリースクールなど様々な機関との連携した取組

が重要

●家庭環境が困難な子どもについては、課題を抱える子どもや家庭への福

祉関係機関等と連携した支援が必要

【暴力行為の発生件数の推移（千人当たり 】）

・暴力行為発生件数は、軽微な事象も調査対象に含めているため、全国平

均に比べて高い水準で推移しているが、Ｈ23から減少している。

・被害者が病院で治療を受けた割合は全国平均に比べて低位であり、Ｈ22

から減少している。

●暴力事象の減少のためにも、法やルールを守ることが大切であるという

「規範意識」を高め主体的に行動できるようにする取組が重要

●家庭環境が困難な子どもについては、課題を抱える子どもや家庭への福

祉関係機関等と連携した支援が必要
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【高校生の中途退学率の推移】

・概ね全国平均よりも低く、また、年々減少傾向にある。

●生徒の多様な能力・適性、興味・関心、進路等の実態を踏まえた、多様

で柔軟な教育を更に進める必要

●生徒の状況を的確に把握するとともに、教育相談の充実や保護者との密

接な連携を図る必要

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

府 2.1 2.0 2.0 1.9 2.0 2.0 1.9 1.5 1.6 1.5 1.6 1.6

全国 2.3 2.2 2.1 2.1 2.2 2.1 2.0 1.7 1.6 1.6 1.5 1.7

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4
高等学校（国公私）
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３ グローバル人材の育成

重点目標：規範意識や人を思いやり尊重する心など、豊かな人間性をはぐくむ

施策の方向性：京都の伝統や文化を守り、受けつぎ、新たな文化を創造

する心と技の育成

【伝統や文化を体験する授業を実施している学校の割合】

府立高校での取組例Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

茶道(全校)、華道、和歌小 学 校 100％ 100％ 100％ 100％

きもの、郷土伝統芸能 等中 学 校 100％ 100％ 100％ 100％

高等学校 100％ 100％ 100％ 100％

・全ての学校において京都の伝統や文化を体験する授業を実施している。

重点目標：社会の変化に対応し、よりよい社会の構築に貢献できる力をはぐくむ

施策の方向性：国際理解教育の推進

【高校生留学者数】

・府立学校生徒の留学者はＨ23と比べ２倍以上となっている。

●グローバル化が進展する中、外国語でのコミュニケーション能力はもち

ろん、伝統文化への理解を深め、国際人として活躍できる人材の育成が

必要

●外国語でのコミュニケーション能力を高めるためにも、留学中の単位取

得を可能にするなど、留学しやすい環境づくりが必要

86
140

216 20113

8

12
12

H23 H24 H25 H26

府立高等学校

長期（３か月以上）

短期（３か月未満）
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４ 特別支援教育の充実

重点目標：一人一人を大切にし、個性や能力を最大限に伸ばす

施策の方向性：特別支援教育の充実

【特別支援学校児童生徒数の推移】

・特に、府南部地域の特別支援学校児童生徒の増加が著しい。

●児童生徒の増加に対応するための教員の資質向上や支援体制の充実が必

要

●南部特別支援学校児童生徒数の増加への抜本的な対応が必要

【特別支援学校生徒の就職率】

・いずれの年度においても全国平均を下回っている。

●障害のある子どもの自立や社会参加に向けた更なる取組が必要

●企業ニーズや時代の変化に対応したキャリア教育の充実が必要

●労働・福祉分野、企業とのネットワークづくりが必要

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

府 1,287 1,343 1,381 1,457 1,489 1,536

全国 113,155 117,968 122,269 126,159 128,738 131,781
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５ 少子化への対応

重点目標：一人一人を大切にし、個性や能力を最大限に伸ばす

施策の方向性：魅力ある学校づくりの推進

【 】学年別・地域別児童生徒数H26.5.1(中学３年生を100とした場合の比率)

・山城地域では、各学年ほぼ横ばいとなっている。

・山城地域以外では、学年が下がるにつれて児童生徒数が少なくなる。

●学校の小規模化に対応するための学校の在り方の検討や地域と連携した

学校運営が必要

京都市・乙訓

87.9%

山城 102.8%

南丹 87.4%

中丹 87.5%

丹後 73.4%
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